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周南市都市整備部

都市政策課

都市づくりの方向性と
都市機能誘導区域

資料２

※現時点の検討内容であり、今後、変更する可能性があります。
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１．都市づくりの基本理念及び基本方針について

２．都市機能誘導区域について

３．誘導すべき都市機能増進施設について

本日の議題



立地適正化計画の作成の流れ
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平成28年度

平成29～30年度

平成27年度

関連する計画や他部局の関係施策等に関する整理

都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題の抽出

まちづくり方針の検討

目指すべき都市の骨格構造の検討

課題解決のための施策・誘導方針の検討

都市機能誘導区域等の検討

施策の達成状況の評価方法の検討

立地適正化計画の公表（都市機能誘導区域）

目標値の検討

誘導施策の検討

誘導施設の検討

居住誘導区域等の検討

市民意向調査

関係団体ヒアリング

住民説明会

パブリックコメント

都市計画審議会



１．都市づくりの基本理念及び基本方針について
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周南市の現状と問題点

人口減少と
少子高齢化

市街地の
拡大

車社会

【周南市の現状】 【周南市の問題点】

人口密度・利用圏人口の低下

生活利便性の低下

低未利用地の増加

住環境の安心安全の低下

地価の下落

公共交通サービスの低下

都市の将来性、生産性の低下

交通・買い物弱者の増加

財政の悪化

地域コミュニティの衰退



１．都市づくりの基本理念及び基本方針について
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周南市の課題

子育て支援の充実と子育て環境の整備

高齢者向けサービスの充実

生活サービス機能の集約

都市の魅力の向上

安心安全な住環境の実現

良質な市街地への居住の促進

効率的で利便性の高い交通ネットワーク等の実現

利便性が高い、良好な生活環境の実現

行政サービスの効率化と安定した財政

定住促進

少子化への対応

高齢化への対応

拠点性の強化

生活利便性の向上

人口密度の維持

安心安全への対応

公共交通ネットワークの維持

持続的な行政サービス



１．都市づくりの基本理念及び基本方針について
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都市づくりの基本理念（修正案）

多様な地域と拠点が連携した、安心・快適・活力を生み出す
共創共生の集約都市づくり

○市街地、中山間地域、島嶼など多様な地域をつなぐ多核多層ネットワーク型都市
○市民が安心して暮らせる都市
○必要な生活サービスを住まいや職場の身近で享受できる快適な都市
○多様な人・モノ・コトが交流して賑わいや活力を生み出す都市
○多様性を活かして生活に新しい価値やサービスを創造する、魅力のある都市
○都市拠点や地域が相互に支え合う、持続可能な都市

■都市づくりの基本理念 ※朱書きが変更部分

本市の強みは、広大な市域が持つ「豊かな自然」、「活力のある産業」、「地域で育まれてきた
人と文化」等の“多様性”です。
各地域を公共交通で繋ぎ人の交流を活発にすることによって、交通結節機能を持つ拠点を中
心に多様な商品やサービスが流動し、拠点と地域がその特性を生かしながら相互に支え合う
関係を構築することができます。
そうした共創共生に基づき都市構造の再構築と地域生活圏の自立を図ることにより、市域全体
において、生活利便性の向上、安心な生活、活力と賑わい、都市の持続性等を実現します。



１．都市づくりの基本理念及び基本方針について
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都市づくりの基本方針（修正案）

方針１：生活利便施設や都市の魅力を高める施設を集約し、賑わいや活力のある都市拠点を形成する。方針１：生活利便施設や都市の魅力を高める施設を集約し、賑わいや活力のある都市拠点を形成する。

方針２：生活サービスの充実、快適な生活環境の整備、公共交通の確保、地域社会の維持等により、良
好な市街地を形成して居住を促進する。

方針２：生活サービスの充実、快適な生活環境の整備、公共交通の確保、地域社会の維持等により、良
好な市街地を形成して居住を促進する。

方針３：地域と拠点、人と人をつなぐ、誰もが利用しやすい公共交通ネットワークを再構築する。方針３：地域と拠点、人と人をつなぐ、誰もが利用しやすい公共交通ネットワークを再構築する。

暮らしやすい都市づくりを推進するため、既存ストック等を有効利用しながら、医療、福祉、子育て支援、商業
等の生活利便施設や都市の魅力を高める施設を都市拠点の役割に応じて適切に集約し、賑わいや活力を
創出します。

暮らしやすい都市を実現するため、生活に必要な都市機能の充実、快適な生活環境の整備、安心安全の
確保、公共交通の確保、地域社会の維持等により、良好な市街地を形成するとともに、市内外から市街地へ
居住を促進して、一定の人口密度を維持します。

中山間地域や島嶼も含めた市内全域の生活利便性の向上を図るため、交通事業者、市民、行政等が連携
し、地域の実情に合わせた利用しやすい公共交通ネットワークを再構築します。

■都市づくりの基本方針 ※朱書きが変更部分



１．都市づくりの基本理念及び基本方針について
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誘導方針（案）

方針１：利用者ニーズ等を踏まえた生活利便施設の維持、適切な更新及び計画的な立地を図る。方針１：利用者ニーズ等を踏まえた生活利便施設の維持、適切な更新及び計画的な立地を図る。

■都市機能誘導方針

都市拠点の既存ストックや土地を活用しながら、生活利便施設を維持するとともに、社会経済情勢や生活様
式の変化等に対応した適切な都市機能の更新と計画的な立地を図り、生活利便性の高い都市拠点を形成
します。

方針2：多様な世代が交流できる、新たな価値を付加する施設を整備する。方針2：多様な世代が交流できる、新たな価値を付加する施設を整備する。

既存ストック等の活用と併せて、教育文化、子育て支援、商業等の都市機能について、若い世代も含めた多
様な世代が交流できる施設、新たなサービスを提供する施設、複合化や集約化により利便性を向上させる
施設等、多様な都市活動が展開される施設を整備して、魅力のある都市拠点を形成します。

方針1：市街地の拡大を抑制しながら、快適な都市環境を整備する。方針1：市街地の拡大を抑制しながら、快適な都市環境を整備する。

■居住誘導方針

方針2：地域特性に応じた住まい方の実現を図る。方針2：地域特性に応じた住まい方の実現を図る。

方針3：安心安全な居住環境を確保する。方針3：安心安全な居住環境を確保する。



２．都市機能誘導区域について
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対象となる区域

立地適正化計画の対象となるのは、都市計画区域です。立地適正化計画区域内に、
居住誘導区域と都市機能誘導区域を定めます。

◆都市計画区域が対象
◆概ね20年後の都市の姿を展望した計画



２．都市機能誘導区域について
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都市機能誘導区域



２．都市機能誘導区域について

11

都市機能誘導区域



２．都市機能誘導区域について
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都市機能誘導区域



２．都市機能誘導区域について
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誘導施設



２．都市機能誘導区域について
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届出・勧告



２．都市機能誘導区域について
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届出・勧告



２．都市機能誘導区域について
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財政・金融上の支援制度



２．都市機能誘導区域について
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財政・金融上の支援制度（イメージ）



２．都市機能誘導区域について
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税制上の支援・規制緩和による支援制度



２．都市機能誘導区域について

周南市における立地適正化計画の対象となる区域

以下に示す都市計画区域内の地区を対象とします。

都市計画区域

用途地域
19

市街化区域



２．都市機能誘導区域について

周南市都市計画マスタープランにおける拠点の位置づけ

周南市都市計画マスタープランでは、以下に示す3つの都市拠点を設定してお
り、それぞれ位置づけが異なります。

広域
都市拠点

地域
都市拠点

地域拠点

公共交通の結節点であり、行政、文化、
商業・業務、サービス、医療・福祉等全
ての都市機能が集約する。⇒徳山

行政、文化、商業・業務等一定の都市
機能が集約されており、市域全体の効率
的な機能の分散と役割分担等バランス
のとれた都市機能の配置を図る。
⇒新南陽、熊毛、須々万、鹿野

市街地に近接し、都市機能の一翼を担
っており、広域都市拠点や地域都市拠
点を補いつつ地域住民の利便性の向上
を図る。
⇒戸田、菊川

20



２．都市機能誘導区域について
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都市機能誘導区域を定める都市拠点

人口減少と少子高齢化に対応した都市構造へ再構築するため、人口、生活サービ
ス施設、生活実態等の観点から、都市機能誘導区域を設定する都市拠点を検討しま
す。



２．都市機能誘導区域について
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都市機能誘導区域の設定基準（案）

� 居住誘導区域内であること【法定】

� 誘導すべき都市機能増進施設（誘導施設）があること【法定】

� 現在、一定の人口密度があり、将来も一定の人口密度が見込めること

� 複数の都市機能が一定程度集積していること

� 銀行、映画館、飲食店、百貨店、事務所などの業務の利便の増進を図る地域

（商業地域）を含むこと

� 広域的な生活拠点であること

� 公共交通結節点であること

都市機能誘導区域を定める都市拠点について、以下のような具体的な設定基準を検
討します。



２．都市機能誘導区域について

①都市機能誘導区域を設定する都市拠点の検討 ［人口］

［H22人口密度］

人口密度の推移から、人口集中地区の基準である40人/haを維持できているメッ
シュは、徳山駅周辺と新南陽駅周辺に存在しています。

［H47推計人口密度］

23



２．都市機能誘導区域について
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②都市機能誘導区域を設定する都市拠点の検討 ［施設］

行政、医療、福祉、教育文化、商業等の生活サービス施設は、徳山駅周辺と新南
陽駅周辺の集積度が高くなっています。

集積度が高い



２．都市機能誘導区域について
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②都市機能誘導区域を設定する都市拠点の検討 ［施設］

� 徳山地区は、全ての生活サービス施設について一定の集積があります。
� 新南陽地区も、徳山地区程ではないものの、他地区と比べて商業、医療、教育
文化、子育て支援の機能が充実しています。

参
考

行政施設 商業施設
商業施設
（コンビニ）

医療施設
（病院）

医療施設
（診療所）

教育文化
施設

子育て
支援施設

施設数 施設数 施設数 施設数 施設数 施設数 施設数

徳山 17 29 31 9 97 27 23

新南陽 4 16 13 1 32 23 16

熊毛 3 3 4 0 7 22 5

須々万 3 3 2 1 3 4 2

鹿野 3 1 0 1 2 10 2



２．都市機能誘導区域について

食料品・日用品の買い物

26※回答数を100として割合を算出しています。

• 徳山圏は約68％が圏域内を利用しています。
• 新南陽圏は約80％が圏域内を利用しています。
• 戸田圏は50％以上が新南陽圏を利用しています。
• 熊毛圏は65％以上が圏域外を利用しており、下松市が最も
多い状況です。

• 須々万圏と鹿野圏は50％弱が圏域内を利用しており、他圏

域の利用は少ない状況です。



２．都市機能誘導区域について

買回り品の買い物
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• 徳山圏は45％が圏域内を利用し、約40％が下松市も利用
しています。

• 新南陽圏は約60％が圏域内を利用し、他圏域の利用は少な
い状況です。

• 戸田圏では約50％が新南陽圏を利用し、圏域内の利用が少

ない状況です。

• 熊毛圏は約60％が下松市を利用しています。
• 須々万圏と鹿野圏は徳山圏と新南陽圏、下松市を利用し、
特に下松市の割合が高いです。

※回答数を100として割合を算出しています。



２．都市機能誘導区域について

飲食店の利用

28※回答数を100として割合を算出しています。

• 徳山圏は65％以上が圏域内を利用しています。

• 新南陽圏は圏域内と徳山圏を40％弱の割合でそれぞれ利用

しています。

• 戸田圏は約40％が徳山圏を利用し、圏域内の利用は低い状

況です。

• 熊毛圏は50％以上が下松市を利用しています。

• 須々万圏は徳山圏と下松市を40％弱の割合でそれぞれ利用

しており、鹿野圏は圏域内の利用はほとんどありません。



※回答数を100として割合を算出しています。

• 徳山圏は90％以上が圏域内を利用しています。

• 新南陽圏は70％以上が圏域内を利用しています。

• 戸田圏は圏域内の利用が低く、新南陽圏の利用が40％以上

となっています。

• 熊毛圏は40％が圏域内を利用し、下松市の利用が30％弱

となっています。

• 須々万圏は約40％が圏域内を利用し、徳山圏も同程度の割

合で利用しています。

• 鹿野圏は約40％が圏域内を利用しています。

２．都市機能誘導区域について

医療施設の利用

29



２．都市機能誘導区域について
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平成２７年度に策定した周南市地域公
共交通網形成計画では、広域交通結節点
、主要交通結節点、交通結節点を定めて
います。

③都市機能誘導区域を定める都市拠点の検討 ［交通］

分類分類分類分類 該当する場所該当する場所該当する場所該当する場所

広域交通
結節点

徳山駅・徳山港

主要交通
結節点

ゆめプラザ熊毛
新南陽駅
須々万中心部
コアプラザかの

交通
結節点

その他の鉄道駅
道の駅ソレーネ周南
刈尾港、馬島港



２．都市機能誘導区域について

都市機能誘導区域を定める都市拠点（案）

拠点性が高い徳山駅周辺と新南陽駅周辺を都市機能誘導区域を定める都市拠点と
して位置づけ、誘導すべき都市機能を検討します。

31

徳山

新南陽



３．誘導すべき都市機能増進施設について
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誘導施設の検討

�都市の居住者の共同の福祉や利便のため必要な施設か。【法定】

�施設の立地状況と将来見通し

�他の計画との整合性（中心市街地活性化基本計画など）

�施設の性質上、どこに立地することが適当か。

�市民ニーズ

�拠点の役割

�誘導施設として定めた場合の影響

都市機能誘導区域内に立地を誘導すべき都市機能増進施設について、以下の事項を
考慮して検討します。



３．誘導すべき都市機能増進施設について
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施設の立地適性

地域性・地域分散拠点集約・広域性

屋内運動施設
屋外運動施設 など

美術館
博物館
文化会館
市役所
国の出先機関
県の出先機関
警察署

など

病院
子育て交流Ｃ・子育て支援Ｃ
高等学校、大学・高専、専修学校等
図書館、ホール
専門店、飲食店、大規模小売店舗
金融機関 など

診療所、調剤薬局
地域包括支援Ｃ、通所系福祉施設
保育所
幼稚園
食料品店、日用品店、
スーパーＭ、ドラッグストア など

訪問系福祉施設
入所系福祉施設
小学校
中学校
公民館・集会所
コンビニエンスＳ
郵便局
支所
交番
消防署

など

※施設数、利用圏、利用実態、地域性等により形式的に分類していますが、実際の立地
に際しては個別具体的な検討が必要です。



３．誘導すべき都市機能増進施設について
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市民ニーズからみた誘導施設

•飲食店
•食料品・日用品店
•買回り品店
•金融機関
•娯楽施設

都市拠点に充実すべき施設

•食料品・日用品の買い物
•医院、クリニック、診療所等の利用
•幼稚園、認定こども園、保育所等の利用
•銀行、信用金庫の利用 等

現在の水準を維持、向上

•買回り品の買い物
•総合病院の利用

優先的に取り組み、改善

•図書館の利用
•公民館、集会所、会議室等の利用

現状維持
•レストラン、カフェ等の飲食店の利用
•公園・緑地の利用
•体育館、運動場、プール等の利用
•高齢者施設、障がい者施設等の利用 等

満足度も重要度も低い

［都市拠点に関するアンケート調査結果から］

［日常生活の満足度、重要度に関するアンケート調査から］
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徳山駅周辺における誘導施設の考え方

都心 徳山の主な役割

� 高次都市機能が集積した、周南広域都市圏の中心となる都市核

� 公園都市・中心市街地としての賑わい拠点

� 商業・業務といった市民や企業の経済活動が盛んな経済拠点

� 教育や文化に関する機会を提供する文化拠点

� 多くの市民が集い、多様な都市活動が展開される交流拠点

� 様々な診療科目の診療所が集積する医療拠点

� 日常と非日常の市民の移動を確保する広域公共交通結節点

� 多様な都市機能の集積による総合生活サービス拠点 など

徳山駅周辺は、鉄道（新幹線、山陽本線、岩徳線）と路線バスが発着する広域公
共交通結節点であるとともに、行政、商業・業務、医療・福祉、教育文化等の都市
機能が高密度に集積した周南市の都心です。
特に、文化会館、美術博物館、徳山動物園（博物館相当施設）といった高次都市

機能が多く立地していて、広域的に質の高い生活サービスを提供しています。
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新南陽駅周辺における誘導施設の考え方

新南陽駅周辺は、鉄道（山陽本線）と路線バスが発着する主要公共交通結節点で
あるとともに、大型商業施設をはじめとした商業、医療、教育文化等の一定の都市
機能が集積した地域都市拠点であり、周南市の副都心です。
主に周南市西部の生活を支える広域的な拠点として、日常生活に密接な生活サー

ビスを提供しています。

副都心 新南陽の主な役割

� 一定の都市機能が集積した、周南広域都市圏の地域核

� 大型商業施設や小売店、飲食店が集積する商業拠点

� 市民病院や診療所が集積する医療拠点

� 多くの市民が集い交流する生涯学習拠点

� 日常的な市民の移動を確保する主要公共交通結節点

� 生活に必要な都市機能の集積による生活サービス拠点 など
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誘導施設（案）

広域都市拠点〈徳山〉
～生活の豊かさと活力が溢れる都心～
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徳山

新南陽

地域都市拠点〈新南陽〉
～暮らしやすさと安心の副都心～

� 商業施設、映画館等の娯楽施設
� 民間活力導入図書館
� 専修学校等
� 病院、診療所（例えば小児科、産婦人科）
� 子育て交流センター
� 美術博物館、博物館相当施設（動物園）
� 文化施設

� 商業施設
� 病院

� 診療所（例えば小児科、産婦人科、整形外科、皮膚科、眼科、耳鼻
咽喉科）

※※※※誘導施設として定める際は、関係行政機関や関係団体との個別調整が必要です。誘導施設として定める際は、関係行政機関や関係団体との個別調整が必要です。誘導施設として定める際は、関係行政機関や関係団体との個別調整が必要です。誘導施設として定める際は、関係行政機関や関係団体との個別調整が必要です。
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徳山駅周辺都市機能誘導区域のイメージ

徳山駅から約１km
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新南陽駅周辺都市機能誘導区域のイメージ

新南陽駅から約５００m
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その他の拠点の考え方
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鹿野

都市機能誘導区域を定める徳山と新南陽以外の地域都市拠点（熊毛、須々万、鹿
野）、地域拠点、生活拠点についても、地域性の高い生活サービス機能（医療、商
業等）について、施設の立地状況等を考慮しながら、当該施設の維持・更新、他拠
点との連携（公共交通）等に取り組みます。

須々万

熊毛


